
伊那地域定住自立圏構想における行政区域間縦断路線「伊那本線」について 

 
１　路線概要 

　　伊那市、箕輪町及び南箕輪村が連携して定住自立圏を形成するにあたり、相互の結びつき及

びネットワークを強化するとともに、中心市としての都市機能を高めるため、バス路線２路線

の運行を開始 
 

　　※ 運行内容の詳細は、別添「定住自立圏バス路線図」をご参照ください。  
　　※ 定住自立圏について  
　　　 地方圏への人口定住を促進するため、総務省が促進する施策。人口が５万人程度以上で、

昼間の人口が夜間を上回る都市が「中心市」となり、「近隣市町村」と連携・協力して、

医療・福祉や公共交通、人材育成など人口定住に必要な生活機能の確保を図ります。取り

組みには国からの財政措置があり、南箕輪村の場合は近隣市町村として関連事業費 1,800

万円まで特別交付税で措置されます。 

 
２　利用促進の取組み（令和６年度実績【３市町村共通】） 

①  他のバス路線との乗継券（最大 200 円割引、当日限り有効）の発行  
②  広報番組等でのＰＲ  

・各市町村公式ホームページ、ケーブルテレビ番組、有線放送　等  
 
 
 
 
 
 
 

 
名称 伊那本線（行政区域間縦断路線）

 
運行開始日 平成 29 年 4 月 1 日

 

運行内容

月～金：上り下り各 7 便　土日祝：上り下り各 3 便 

※平成 30 年４月改正（現行） 

平成 29 年度運行当初：月～金：上り下り各 9 便

 
運賃 区間制 150 円～350 円

 

事業費  
（令和６年度実績）

運行委託料：32,535 千円/年　時刻表作成料：なし 

（３市町村で走行距離按分、時刻表は人口割）　 

・伊那市　18,420 千円 

・箕輪町　8,992 千円 

・南箕輪村 6,869 千円（特別交付税措置） 

特別交付税　　　　 5,495 千円（措置率 80.0％） 

一般財源　　　　　 1,374 千円



３　利用実績　 

 


